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講演論文

人と動物の間の社会的感情 と しての擬人化'

山 田弘 司1)

Personificationasthesocialemotionalbehaviors

inhumanandanimalinteractions

HIROSHIYAMADA1)

AbstractThisstudysurveysdairyfarmers'waysofraising,senseofanimalwelfare,and

emotionalimpressionsontheircows,anddiscussestheirpersonificationtolivestockin

contrastwiththattocompanionanimals.Thefarmershaveprofessionalknowledgeandskills

tofeedandhandlethecows.Theygetalivingfromkeepingcows,consideringthecostand

benefit.Thiseconomy-basedviewsometimesleadstothedesertionoftreatmentondisordered

livestock.Companionanimalownersusuallykeeptheiranimalswithnosucheconomy-based

butemotion-basedview.Farmers'"employer-employee"relationshiptotheircowswould

interferewiththepersonificationattitudes.Thisauthorcomparedtheattitudesof187dairy

farmersand218collagestudents,revealsthedairyfarmersshowmoresensitivitytoanimal

welfareandmorefavorableimpressionandstrongerpersonification,suchas"child-like"and
"family -like"views .Thusemotion-basedattitudesandthepersonificationwouldbecausedin

anysituationswithhuman-animalinteractions,regardlessoftherolesandtheprofessional

knowledgeofanimals.Asacalmingeffectofhandlingforexperimentalanimalsanddecreased

escapedistanceonintimatelyrearedcowsshow,animalsinteractedwithhumanalsohavethe

emotion-basedaffectionoremotionalbond.

Keywords:personification,dairyfarmer,socialemotions,mind,human-orfamily-liketreatment

1.動 物行動の擬人的解釈への批判

本稿の目的は動物を擬人化する気持ちがどこから

起きるのか,そ の背後にある人の心理特性は何かと

いう問題を,産 業動物を飼育する人たちへの意識調

査から分析することである。

1 本稿 は,日 本動物心理学会,日 本動物行動学会,応

用動 物行 動 学 会,日 本家 畜 管理 学 会 の合 同大 会

(Animal2011,2011年9月10日,慶 応義塾大学)の シ

ンポジ ウム,「動物研究最前線:擬 人主義 とど うつ

きあ うか」での発表 に加筆訂正 を加 えたものである。

擬人 化 の一般 的定 義 は,人 間以 外 の動物 や物 に人

と同様 の心 性 を見 いだす こ とで あ るが,本 稿 で は擬

人 化 の用語 を動 物 の擬人 化,す なわ ち動物 に人 の心

性 を見い だす こ とに限定 して用 い る。

動物 心理 学 の研 究 で は,動 物 の擬i人化 はい ま しめ

られ て きた。2008年 に発 行 され た動物 心理 学 の入 門

用 教 科 書(Pearce,2008)で は,モ ル ガ ン の公 準

(Morgan'scanon)に 関 わ る話 題 を数 ペ ー ジ を割

い て説 明 し,過 剰 な心理 的 プ ロセ ス を用い た説 明 を

しな い よ うに と主張 してい る。 この主 張 は,行 動 の
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説 明 にあた って は証 明 され て いない 用語 や概 念 の使

用 は慎重 にす るべ きだ とい うこ とであ り,無 用 な擬

人化 もそれ にあ ては ま る。 これ は過 去 か ら今 ま で,

いつ で も通用 す る一般性 のあ る主張 で あ る。 それ に

対 して,擬 人化 を擁護 す る議論 もあっ たが,そ れ は

擬人化 を全面 的 に肯定 す るの では な く,プ ラス の面

も認 め よ う,す なわ ち慎重 さの程度 に関す る議論 で

あ る。

本 稿 では,こ の是非 の論 争 を離れ て,動 物 の擬 人

化 をす る人 の気持 ち につ いて検 討す る。

2.擬 人 的解 釈 をす る人の 心理 に注 目す る

本 稿 では,擬 人 化す る気 持 ち につ い て,次 の よ う

に仮 定す る。 擬人 化す る気 持 ちは人 の特 性 の一つ で

あ り,自 然 な こ とで あ る。 これ は重 要 な人 の心理 特

性 であ る と考 える。 そ して,擬 人化 の話 題 を功罪 の

議論 か ら,擬 人化 をす る人 の心 へ と視点 を転 換 した

い。

これ まで に も,人 が動物 の こ ころ を どの よ うに位

置づ けてい るの か調べ られ て い る。 中 島(1992)は

大学 生 に対 し,60種 類 の動 物 の知 能 につ い て,人 を

100と して評価 させ,最 高 のチ ンパ ンジー で平 均75,

ウシで40な どの結 果 を得 てい る。吉 田 と川 村(1997)

も大 学生 を対 象 として,動 物 の知 能 や痛 覚,人 間 と

の 関係 につ いて 同様 の評価 を求 め,知 能 の最 高評価

は チ ンパ ンジー の78ポ イ ン ト,痛 覚 で チ ンパ ンジー

の86ポ イ ン ト,人 間 との 関係 でイ ヌの83ポ イ ン トと

い う結果 を得 て い る。 藤崎(2002)は さ らに踏 み込

ん で,大 人 の飼 い主 を対象 に,自 分 のイ ヌや ネ コ に

対 して行 う発 話 を詳細 に分 類 して,発 話 の 多 くが動

物 の内 的状態,感 情や 気持 ち に言及 してい る こ とを

明 らか に した。

この 問題 は,子 どもの 「ここ ろの発 達 」 の話題 と

して も重 要 であ る。藤 崎(2004)は 幼稚 園児 が ウサ

ギやモ ルモ ッ トを飼育 す る3ヶ 月 の問,言 動 を記録 ・

分析 し,動 物 の客 観 的知識 量や擬 人 的 見方 の強 さが

どの よ うに変 化す るか を検 討 してい る。

いずれ の研 究 も,人 が動 物 の心性 を どの よ うに評

価 して い るか を知 る上 で貴 重 な情報 を与 えてい る。

大人 も動 物 が知能 を持 つ こ とを認 めて い るこ と,幼

児 は もちろ ん,自 分 の伴 侶 動物 を相 手 に してい る と

きは大人 で も擬人 的 な見方 をす るこ とは,動 物へ の

擬人 的態 度 が一般 的 であ る こ とを意 味 して い る。

しか し,幼 児 も伴侶 動物 を相 手 に してい る飼 い主

も動 物へ の好感 情 に影響 され主観 的 判 断 を行 っ てい

る可 能性 が高 い。 一方,大 学生 の判 断 は感情 に左 右

され て いな いか も しれ な いが,動 物 につ い ての知 識

を持 たず に先 入観 や 印象 だ けで判 断 してい る可能 性

が高 い。 動物 につ い て知識 を持 っ てい て,な お かつ

客 観 的な判 断 が出来 る者 が理 想 的な評価 者 で あ るが,

上 記 の調査 で は満 た され な い。

擬i人化 は,動 物 の こ とを聞い た り,見 た り,接 し

た り,ど の よ うな 関わ り方 で も生 じる可能 性 が ある。

そ して,た ん に話 を聞 くよ り,接 す る方 が,動 物 の

知 識や 理解 が深 ま り,そ れ が擬人 的 見方 に も影 響す

る可能 性 があ る。密 接 に動物 と接 して,飼 育 して い

る人 た ちの代表例 の一つ が酪 農家 で あ る。 酪農 家 は

動 物 を世話 してい るだ けで な く,収 入 源 ともして い

る。 その点 が イヌや ネ コな どの伴 侶動 物 の飼育 者 と

は異 なっ てい る点 であ り,動 物 に対す る見方 に も影

響 してい る可能性 があ る。

人 が動物 と接 す る こ とで 見方 が変 わ る可 能性 が あ

るの と同様 に,人 と接す る動 物 の側へ の影 響 も考 え

る こ とが 出来 る。動 物 も世話 を して くれ る人 に慣れ,

なつ く。伴 侶動 物 は もち ろんで あ るが,家 畜 で も飼

育 者 とそれ 以外 の人 を見分 け,行 動や 態度 を変 えて

接 して くる。 この社 会 的文脈 に対 応 した行 動 は,社

会 的行 動や 社会 的感 情 の話題 と して,最 近,動 物 の

持 つ重 要 な心理 特性 と考 え られ,活 発 に研 究 が行 わ

れ て い る。 動物 の側 に転 じてみ る と,擬 人 化 の話題

は,動 物 の行動 にも関 わっ てい て,動 物心 理学研 究

に とって も重要 な研 究題 材 で ある。

3.擬 人化 は,無 知 や主 観 的感情 で起 きるのか

以 下で は筆者 が行 っ た調査 を紹 介す る。 調査 で は,

酪 農家 の ウシへ の福 祉意 識,ウ シの飼 育方 法,ウ シ

へ の心 性 の付与,ウ シ の家族 的 ・人 間的位 置づ けな

どを調 べ,ウ シ に対 す る考 えや酪 農業 へ の考 え を総

合 的 に把握 す る こ とを 目的 とした。 同時 に,学 生 の

調 査 を行 い,福 祉 意 識,心 性 の付 与,家 族 的 ・人 間

的位置 づ け を調 べ,酪 農 家 と比較 した。 この比 較結

果 は学 生 が酪農 家へ 実習 に行 く ときに情報 として提

供 す るた め に利 用 した。

本稿 で は,擬 人化 す る気持 ちを動物 の心 性 の付与

と家族 的 ・人 間的位 置づ けの2要 素 に分類 した。心

性 の付 与 とは,動 物 が感 情 を持 って い る と考 え る こ

ととし,家 族 的 ・人 間 的位置 づ け とは動物 を人 の子

供 や兄 弟 な どの よ うに見 なす こ ととした。 そ して,

心 性 の付与 と家 族 的 ・人 間 的位置 づ け をす るこ とが,

一 般性 の あ る人 の特 性 であ り,こ の点 に 目を向 け,

研 究す る重 要性 を論 じたい 。

酪農 家 は仕事 として,動 物 に接 してお り,伴 侶動

物 に対 す る よ り客観 的態 度 が形成 され やす い と考 え

られ る。家 畜 の飼 育 で は,な によ りも費用 と利 益 の

バ ランス が考慮 され る。 年 を取 って搾 乳量 が少 な く

なっ た ウシは,た とえ健 康 に問題 が な くて も,餌 代

や 若 い搾乳 牛 に変 えた場 合 の利益 のバ ランス で廃 用

が決 め られ る。 けがや病 気 の場合 も,医 療 費や 手 間
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が,そ の後期 待 で きる利 益 に見合わ な けれ ば治療 を

行 わな い こ ともあ る。伴 侶 動物 の飼 育態 度 とは常 識

が異 な って い る。 そ の よ うな立 場 で接 して いて も心

性 の付与,家 族 的 ・人 間 的位置 づ け と行 っ た擬人 化

の考 えが生 じ るので あれ ば,そ れ は他 の一般 の人 に

も当然 当て はま る と考 え られ る。

4.酪 農 家 の意識 調査 の概 要 と 目的

調 査1で は,北 海道 の酪 農家,約200戸 を対 象 とし,

ウシへ の家畜福 祉 の配 慮,ウ シの飼 育状 況,ウ シの

心性 の評価,ウ シの家 族 的 ・人 間的 位置 づ け,生 活

の満 足度 を調 査 した。 調査2で は,学 生 を対 象 に,

酪農家 の調査 内容の一部 の家 畜福祉 の配慮,家 族 的 ・

人 間的位 置づ けの調査 を行 っ た。

この2者 の比較 によ り,産 業 動物 として動 物 を世

話す るこ とで,動 物 に対 して どの よ うな気持 ちを持

つ よ うにな るの か,そ の特 徴 を明 らか にす る。

学 生 は,授 業 で酪農 につ い て講義 を受 け,実 習 で

ウシの世 話 の経験 は あ るが,生 計 のた め に飼 育 した

経験 は ない。 学生 として,指 示 され 実習 の一 部 とし

て世 話 を した こ とが あ るだ けであ る。

酪 農家 は学 生 とは違 い,生 計 の ため に ウシ を飼 育

してい る。 ウシ は産業 動物 で あ り,最 大 限利 用 で き

るよ うに飼育 方法 が工 夫 され てい る。 出生 した ウシ

が雌 ウシの場 合,飼 育 し,通 常,出 産 を3回 繰 り返

させ,そ の 間搾乳 を行 う。 出産 を繰 り返 し乳 の 出が

悪 くな る と,廃 用 とな り,と 畜 され,ド ッグ フー ド

な どに され る。一 方,雄 ウシ が生 まれ た場合 は,ほ

とん どが別 の 肉牛 農家 に売 られ,2年 弱 飼育 され た

後,と 畜 され食 肉 として販 売 され る。

酪 農家 は,乳 牛 を出生 か ら廃 用 まで一 生,毎 日世

話 をす る。 ウシ を育 て る際 には,効 率 的 に成長 させ,

高 品質 の乳 を多 く出 させ るた め に,餌 の配合 ・管 理

とい った栄養 面や,気 温 ・湿度 な どの環境 に気 を配っ

て い る。 ま た,狭 い畜 舎 か ら屋 外 に放牧 に出 した り,

搾乳 者 を固定 し不 安 を与 えな い といっ たス トレス管

理 も行 って い る。 そ のた め,ウ シ の生理 や行 動 につ

ね に注意 を払 っ てい る。酪 農家 は,動 物 ともっ とも

よ く接 して い る人 た ちで あ り,経 営 や経 済 的な面 か

ら客観 的な判 断 を行 って い る人 た ちで あ る。

伴 侶動 物 の飼 育 者 も動物 とよ く接 してい るが,少

な い費用 と手 間 で育 て る とい った動 物 の飼育 の効 率

や,定 期 的 な体 重 測定 といっ た客観 的 な健康 管理 は

求 め られ て いな い し,そ の必要性 も感 じて いな いだ

ろ う。イ ヌ に服 を着せ るこ とも,健 康管 理 とい うよ

り装 飾 の意 味合 いが強 い。 同 じ く接 してい る とはい

え,こ の客観 的 な判 断の必 要性 とい う点 に関 して,

酪農 家 と伴侶 動物 の飼 育者 は異 な って い る。 伴侶 動

物 の場合 にも安楽 死 は行わ れ るが,そ れ は治療 に よ

り治癒 が見 込 めず,苦 痛 だ け を与 え続 ける こ とを避

け るため であ り,経 済性 の た めでは ない。

この よ うに,酪 農 家 は動物 ともっ ともよ く接 して

いて,か つ,客 観 的,職 業 的な態 度 が求 め られ る職

業 と特 徴づ け られ る。

5.調 査方 法

5-1酪 農 家の 調査

(1)対 象農 家 北海 道 の酪 農 家188戸 を調 査 対象 と

した。酪 農学 園大 学 の学生 が 泊ま り込 みで実 習 に

行 くた め に登録 され てい る酪農 家 が対象 で あ る。

すべ て北 海道 にあ り,北 は稚 内市 か ら南 は 函館 市,

東 は根室 市 か ら西 は瀬 棚 町 に分 布 し,61市 町村 に

渡 って い る。

(2)調 査 日2008年12.月 か ら2009年3.月 に調査 した。

(3)調 査紙 調 査 紙 の概 要 は,「 牧 場 の状 況 」 の質

問6項 目,「 ウシの世話 の状 況 」7項 目,「 ウシ の

心性 の評価 」11項 目,「世 話 と心性 の評価 」4項 目,

「ウシ の家族 的 ・人 間的 位置 づ け」4項 目,「 生

活 の満足 感」6項 目,「家畜福 祉 の配慮 」10項 目,「そ

の他 」5項 目で構 成 した 。項 目は可 能 な限 り,4

段 階,ま た は5段 階評 定 とした。

Table1は 「ウシの心性 の評価 」,Table2は 「ウ

シ の家 族 的 ・人 間 的位 置 づ け」,Table3は 「家

畜福祉 の配慮 」 の項 目内容 を表 す。

(4)調 査手 続 き 酪 農家 を訪 問 し,在 宅 の場合,調

査 の説 明 を行 っ た。 ウシ の飼育 に直接 関わ って い

る人 向 けの家 畜福祉 の意識 調査 で あ るこ と,可 能

な ら協力 して ほしい こ とを伝 え,調 査紙 を2部 渡

し,協 力 して も らえる場合,後 日郵 送す るよ う依

頼 した。 不在 時 には調 査紙 は置 い て こなか った。

5-2学 生 の調 査

(1)対 象者 調査 対象者 は酪 農学 園大 学学生218名 で,

男子116名,女 子102名 で あ り,学 年 は1年 生94名,

2年 生93名,3年 生以 上31名 であ った。

(2)調 査紙 調 査紙 は,動 物 福祉 の知 識1項 目,動

物 の心性 の評価5項 目,家 族 的 ・人 間 的位置 づ け

4項 目,動 物 の心 性 の評価4項 目,家 畜 福祉 の配

慮9項 目で構 成 した。 動物 の心 性 の評価 か ら家畜

福祉 の配 慮 まで は,イ ヌ,ゾ ウ,ウ シの3種 類 の

動物 につ い てそれ ぞれ 同 じ質 問 を設 定 し,動 物種

問 の比較 を可 能 に した。 ほ とん どの項 目で4段 階

評定 法 を用 いた。 動物 福祉 の知 識,心 性 の評価,

お よび家 族 的 ・人 間 的位置 づ けの全 項 目,お よび

家畜 福祉 の配 慮 の8項 目は酪農 家 の調査 と同一 の

質 問内容,質 問形 式 であ った。

(3)調 査手 続 き2008年12月 上旬,授 業時 に調 査 を

行 った。 調査 紙 を配布 し,調 査 の 目的,授 業 の成
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Table1.Questionsaskingthementalityofcows

項目内容 酪農家調査 学生調査

苦痛 を感 じる こ とが あ る

喜 び を感 じる こ とが あ る

人 の気持 ちが分 か る

人 をだ ます こ とがあ る

人 なつ こい

穏 や か

かわ い い

好 き

何 を したが って い るのか分 か る

話 しか け る

な で る ・さす る

呼 び名 をつ けて い る

性格 や個 性 を考 えた管 理 を してい る

収入 源以 上 の意 味が あ る

ウシ といっ し ょに働 くこ とが楽 しい

/

/

/

/

〆

〆

/

/

/

/

〆

〆

/

/

/

/

/

Table2.Questionsforhuman-likeorfamili-likeunderstandingsofcows

項目内容 酪農家調査 学生調査

安らぎを感じる家族である

助け合う友人である

利用する部下や使用人である

世話が必要な子どもである

〆

/

〆

〆

〆

/

〆

〆

Table3.Questionsontheconsiderationsfortheanimalwalfareofcows

項目内容 酪農家調査 学生調査

苦痛 そ うにして いた ら診察 をす べ きだ

命令 に従 わ なか った ら,た た いて よい

命令 に従 わ なか った ら,餌 を抜 い て もよい

運動 す るスペ ー ス を与 えるべ きだ

遊ぶ た めの お もちゃ を与 え るべ きだ

年 を とって歩 けな くなっ た ら安 楽死 させ て よい

親や 仲 間 と離 して,1頭 だ けで育 てて よい

動物 の気 持 ち に気 を配 っ て飼育 すべ きだ

動物 同士 を闘わせ て よい(闘 牛 ・闘鶏)

飼 育 舎 は常 に清潔 にす べ きだ

〆

/

〆

/

/

/

/

/

〆

〆

/

/

〆

/

/

/

/

/

績 とは関係 な い こ とを説 明 し,同 意 を得 て回答 し

て も らっ た。 回答 時間 は10分 程度 だ った 。

6.調 査 結果

6-1回 答 酪農 家 の情 報

返 送 して くれ た酪農 家 は157戸,209部 で あ り,戸

数基 準 で83.5%の 回収 率 であ った。 部数 が戸 数 を上

回 ってい るのは,1戸 か ら2部 返送 され た場 合 があっ

たた めで あ る。

回答 を得 た農 場 のほ とん どは家 族経 営 であ り,従

業 員 数 は3人 以 下が78.7%,飼 育 搾 乳牛 が100頭 以

下が69.7%を 占め てい た。

回 答者 の性別 は男163名,女43名 で,年 齢 は50代

が36.8%,40代 が24.9%の 順 で多 か った。 農場 の入

手 経緯 は親 か ら相 続 が84.3%,新 規就 農者 が10.1%

であ った。
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6-2酪 農 家 の ウシの 世話 の実 態

基本 的な世 話や 健康 状態 の観 察 は よ く行 われ てい

た。 頻度 は,餌 や り一 日2回 以 上(78.2%),ふ ん

掃 除一 日2回 以 上(83.1%),ふ ん の状 態 チ ェ ッ ク

を 「少 し」 また は 「よ くす る」(90.8%),歩 き方 の

チ ェ ック 「少 し」 ま たは 「よ くす る」(76.6%),食

欲 チ ェ ックを 「少 し」 ま たは 「よ くす る」(92.3%)

回答 が多 か った。 病気や けが の予防 の注 意(「 少 し」

ま たは 「よ くす る」 が90.3%)や 飼 育 ・管理 の工 夫

(「少 し」 または 「よ くす る」(83.3%)に つ い て も

相手 が家 畜 であ るか ら,よ く行 われ てい た。 ウシ に

対す る愛 情 に関係 して,ウ シ に話 しか ける を 「少 し」

ま たは 「よ くす る」(62.9%),愛 情 を こめて なで る ・

さす るを 「少 し」 ま たは 「よ くす る」(59.5%),仕

事以外 で ウシ を見 に行 くを 「少 し」 ま たは 「よ くす

る」(64.0%)の 回答 が多 か った。

す る対 象 」(F(1,413)ニ3.89,p<0.01)と い う考

え が 強 く,逆 に 「部 下 や 使 用 人 の よ う に利 用 す る対

象 」 とい う考 え は 弱 か っ た(F(1,413)ニ14.62,

p<0.01)。

6-6酪 農 家 と学 生 の 福 祉 意 識 の 比 較

学 生 と比 較 し た 結 果,酪 農 家 の 方 が 「苦 痛 そ う に

し て い て も 診 察 し な くて よ い 」(F(1,418)=51.20,

p<0.01),「 遊 ぶ た め の お も ち ゃ を 与 え な くて よい 」

(F(1,399)ニ57.86,p<0.01),「 動 物 の 気 持 ち に

気 を配 らず に飼 育 して よい 」(F(1,416)ニ73.91,

p<0.01),「 歩 け な く な っ た ら安 楽 死 さ せ て よ い 」

(F(1,400)=38.54,p<0.01)と い う気 持 ち が

強 く,「 親 や 仲 間 と離 し て1頭 だ け で 飼 育 し て よ い 」

(F(1,402)=19.47,p<0.01)と い う気 持 ち が

弱 か っ た 。

6-3学 生に つい て

学 生 の 回 答 者 は,イ ヌ か ネ コ の飼 育 経 験 者 が

74.2%を 占めてい た。家畜福 祉 につ いて 「用語 を知 っ

て い る」 か 「内容 を知 っ てい る」者 は84.9%を 占め

て いた。

6-4酪 農 家 と学 生の 心性 の評価 の比 較

酪 農家 は ウシ の感情 に関 して,多 くの人 が苦痛 を

感 じ る(「 そ う思 う」 ま た は 「とて もそ う思 う」

84.6%),喜 び を感 じる(「 そ う思 う」 また は 「とて

もそ う思 う」82.7%),人 の気持 ちが分 か る(「 そ う

思 う」 また は 「とて もそ う思 う」69.0%)と 考 えて

い た。

学 生 と評定 平均 値 を比較 した結果,酪 農家 の方 が,

「人 の気持 ちが 分か る」(F(1,415)=7.65,p<0.01)

と考 える傾 向が あ ったが,「 苦 痛 を感 じる」(F(1,

416)ニ61.30,p<0.01,「 喜 び を感 じる」(F(1,417)

ニ6 .85,p<0.01と 考 えない 傾 向 が あっ た。他 の 項

目の差 は有意 で なか った。

6-5酪 農 家 と学生 の 家族 的 ・人 間的位 置 づ けの比 較

家族 的 ・人 間的位 置 づ けは,酪 農 家 は 「子 どもの

よ うに世話 をす る存 在 」 と考 える人 が 多 く,「 そ う

思 う」 ま た は 「とて も そ う思 う」 と答 え た 人 が

54.7%を 占め,次 い で 「家 族 の よ うに安 らぎ を感 じ

る存在 」(同45.4%),「 友人 の よ うに助 け合 う存在 」

(同44.9%)と 続 き,「 部 下や 使 用 人 の よ うに利 用

す る対象 」 では16.1%と 少 数 だっ た。

学 生 と評定 平均 値 を比較 した結果,酪 農家 の方 が

「家族 の よ うに安 ら ぎを感 じる存在 」(F(1,411)

=12 .45,p<0.01),「 友人 の よ うに助 け合 う存在 」

(F(1,409)=17.04,p<0.01),「 子供 の よ うに世 話

6-7家 族 的 ・人間 的位置 づ け と飼 育 での 気づ か い,

ウ シへ の 愛情,ウ シへ の感 情 的 つ な が り,ウ

シへ の福祉 意識 間 の関係

擬人 的考 えの要素 で あ る,ウ シへ の家族 的 ・人 間

的 位置 づ け とウシへ の愛 情や ウシ との感 情 的つ な が

り,飼 育 での気 づ かいや ウシへ の福祉 意識 との関係

を分析 した。

本 論 で は,ウ シへ の愛 情得 点 は,「 ウシ に話 しか

け る」,「愛 情 を こめて なで る」,「仕事 以外 で も ウシ

を見 に行 く」 の3項 目の評定 合計 で表 し,得 点 が高

いほ ど愛情 が あ る と定義 す る。 ウシ との感 情 的つ な

が り得 点 は,「 苦痛 を感 じる と思 うか」 「喜 び を感 じ

る と思 うか」 「人 の気 持 ちが 分か る と思 うか」 「人 を

だま そ うとす るか」「冗談 が分 か るか」「か わい い か」

「好 きか」 の7項 目の合 計点 で表 し,得 点 が高 い ほ

ど愛情 が深 い と定義 す る。飼 育 での気 づ かい得 点 は,

「1日 の餌 や り回数 」 「一 日の糞掃 除 の回数 」 「糞 の

状 態 のチ ェ ック」「「歩 き方 のチ ェ ック」「食 欲 チ ェ ッ

ク」 「病 気や 怪 我 の予防 に気 を遣 う」 「飼育 ・管 理 に

独 自の 工夫 をす るか 」 「性 質 や 個性 を考 え て管理 し

てい るか」 の項 目の評定 値 の平均 値 で表 した 。福祉

意 識 得点 は,「 苦痛 そ うに して い て も診 察 し な くて

も よい」,「命令 に従 わ なか っ た ら,叩 いて よい」,「命

令 を聞かせ るため に餌 をぬ いて よい」,「運 動 で きな

い ほ ど狭 い場所 で飼 育 して よい」,「遊 ぶ ため のお も

ちゃ を与 えな くて 良い」,「歩 けな くな った ら安 楽死

させ て よい」,「1頭 だ け,親 や仲 間 と離 して育 て て

よい」,「動物 の気 持 ち に気 を配 らず に飼 育 して よい」,

「闘牛,闘 鶏 を行 わせ て よい」,「飼 育施設 が汚 れ て

いて も よい」 の評定 値 を逆転 し,平 均 値 で表 し,得

点 が高 い ほ ど福祉 意 識 が高 い と した 。

擬i人的考 えの要素 の一 つ,ウ シの家 族 的 ・人 間 的
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位置 づ けの項 目 「家族 の よ うに安 らぎ を感 じ る存在 」

の評 定値 と上 記4得 点 との相 関(ピ ア ソ ンの相 関)

は愛 情 得点 とはrニ0.45,感 情 的つ なが り得点 とは

r=0.51と 高 か った が,飼 育 での 気 づ かい 得点 とは

r=0.12,福 祉 意識 得点 とはr=0.18と 低 か っ た。

7.調 査 結果 の ま とめ

酪 農家 と学 生 の調査 結果 は 次の3点 にま とめ られ

る。(1職 業 として ウシ を飼 育 して,動 物 の生 理,行

動,飼 養 につ い て客観 的 な知識 を持 っ てい る酪農 家

にも擬人 的態 度 が起 き る。(2)最終 的 には殺処 分 しな

けれ ばな らない と分 か ってい る ウシ に対 して も,酪

農家 は心 性 の付与 や家 族 的 ・人 間 的位置 づ け を して

い る。(3)そ の擬 人 的気 持 ち は,「 ウシ がか わ いい 」

とい った愛情 や感 情 的つ なが りと関わ りが深 い が,

飼育 の気 づ かいや 福祉 意識 とは独立 の もの で ある。

(4)ウシは人 なつ こい とい う評価 や,子 どもの よ うだ

とい う家 族 的 ・人 間 的位置 づ け は,ウ シ を育て,世

話す る ことに よって生 じる,飼 育者 へ の ウシの親 和

的行 動 が原 因 となっ てお り,世 話や飼 育 が この よ う

な感 情 的,擬 人 的態度 に関与 してい るこ とにな る。

8.ヒ トの擬人的解釈から動物の社会的行動の研究

へ

調 査結 果 か ら,動 物 へ の共感,愛 情,心 性 の付 与

な どの擬 人化 の考 えは動物 と接 す る こ とで起 こる心

理 であ り,仕 事 として動物 と接 してい る人 で も起 き

るこ とか ら,人 の一般 的特 性 だ と考 え られ る。

前 述 の藤崎(2004)は 幼 稚 園児 が3ヶ 月飼 育す る

こ とで,客 観 的 な知識 が増 す一 方 で,擬 人 的見方 も

強 くな る結果 を得 て お り,予 想 外 だっ た と述 べ てい

る。 筆者 自身 も,酪 農 家 の調査 結果 に同様 の感想 を

持 った が,両 研 究 を合 わせ て考 える と,飼 育 経験 で

知識 が増 す こ と と擬人 的 に見 る感 情 が起 きる こ とは,

矛盾 しない こ とだ と思 われ る。

接 す る こ とによっ て生 じ る心 理的 作用 は人 の側 だ

けでは な く動 物 の側 に も生 じる。動 物実 験 でのハ ン

ドリング,介 助犬,ウ マ,イ ル カ,ア ザ ラシな どさ

ま ざま な動物 に対 す る調教,家 庭犬 で の しつ けな ど,

人 と動物 が接 す る状況 で,注 目,馴 化,慣 れ な ど人

へ の心理 的反 応 が生 じて い る。

イヌ では,生 後3週 齢 か ら12週 齢 の 問 を社 会化 期

と呼び,こ の時期 に多様 な人や イ ヌ と接 す る と後 の

攻撃 行動 な どの不 安性 の 問題行 動 が少 な くな る と言

われ て い る(Scott&Fuller,1965)。

人 へ の家畜 の距 離 の取 り方 に も同様 の現象 が見 ら

れ る。Moritaら(2001)は 飼 育 の 際 に人 と接 す る

頻度 が高 い と人 が接近 した ときの ウシ の逃走 距離 が

短 く な る実 験 結 果 を示 して い る。 ま たUetakeら

(2002,2003)も 同様 に,子 牛 の時 の接 し方 で逃走

距 離 が短 くな る実験 結果 を示 してい る。

野生 動物 で も,人 との距離 は変 化 して い る。 サル,

シカ が農作 物 を荒 らしに来 た り,ク マが市 街地 に出

て くるの は,許 容 で きる人 との距 離 が縮 まっ てい る

か らであ る。休耕 地 とい う餌 場 が存在 す る こ とに加

え,駆 除 が行 われ ない こ とが合 わ さって,人 へ あま

り距離 を置 か な くなっ たの で はない か と言 われ て い

る(三 浦,2008)。

この よ うに,関 わ りに よって人 と動 物 の双方 で お

互 い に対す る心 理 的影響 が生 じる。 この心 理 的影響

は,伴 侶動 物 の場合,動 物 との 関わ りによ る人 へ の

健 康改 善効 果 を もた らす こ ともあ り,社 会 的有 用性

が期待 され,研 究 され てい る(岩 本 と福井,2001)。

また,家 畜 の場 合,人 に慣れ る ことは,飼 養管 理上

の利点 にも,問 題 点 にもな り得 る こ とで あ り,そ の

よ うな観 点 か ら研 究 され て きた。 野生 動物 は,従 来,

距 離 を置 くべ き もの と見な され,人 との 関わ りにつ

いて は,顧 み られ る こ とが少 な かっ たが,最 近,人

を恐れ な い野生 動物 によ る農 業被 害 が大 きな社 会 的,

経 済 的問題 になっ てい る。

この よ うに,関 わ りに よって生 じる影響 は重 要 な

研 究課 題 であ る。動 物心 理学 で は,こ の10年 の問 に,

共 同注 意 の研究 な ど,動 物 の社会 的行 動 の研究 が活

発 にな っ て き た(藤 田,2004,2007)。 人 へ の影 響

と動物 へ の影響 の双 方 を分析 す る には,こ の動 物 の

社 会 的行動 の研 究 が必要 で あ る。 さ らに,動 物 の社

会 的知 性や 社会 的感 情 の問題 まで掘 り下 げて い く こ

とが で きれ ば,そ れ は,人 や 動物 の 心理 の重 要な側

面 に迫 るこ とにな る と考 え られ る。 その核 心 に もっ

とも近 い ところ にい るのが,動 物 心理 学 だ と考 えて

い る。

擬i人的解 釈 の持つ 心理 的 な意 味の重 要性 を考 えて,

人 と動 物双 方 の動物 の社 会 的知性 や社 会 的感情 の研

究 が発 展す るこ とを期待 したい。
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